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1.川づくり団体部門                               [概要版報告書] 
助成番号 助成事業名 所属・助成事業者氏名 

2024-6111-007 清流五ヶ瀬川を次代へつなぐ 
特定非営利活動法人五ヶ瀬川流域ネット

ワーク・理事長 山田大志 

助 

成 

事 

業 

の 

要 

旨 

活動の目的 

「清流五ヶ瀬川を次代へつなぐ」をテーマに、資料館リバーパル五ヶ瀬川を拠点とし、子どもや保護

者、流域住民に多様な体験活動などを行うことで、より川に関心や愛着を持ち、良好な河川環境保全

や河川安全利用などについて、自ら考え行動できる次代の川の守り手を育成する。また、日常的な利

用を促進することで、新しい水辺の楽しさや地域資源を掘り起こすことも目的とする。 
事業テーマ 川づくり団体が行う社会教育的活動 

〔実施内容〕 
活動名/対象者/実施方法/他団体支援内容/参加人数 

●カヌーで水辺お掃除＆干潟の生き物観察/市民/水上からのゴミ拾い 2回、干潟の生き物観察/NPO法

人ひむか感動体験ワールドカヌー指導/59名（5月 3日 26名,4日 18名,5日 15名） 

●バードカービング＆野鳥写真展/市民/野鳥彫刻及び写真の展示/さざんぴあバードカービング教室

野鳥彫刻展示、日本野鳥の会宮崎県支部写真展示/469名（5月 16日～6月 17日） 

●友内川野鳥観察会/市民/野鳥講話と観察会/日本野鳥の会宮崎県支部講話/34名（5月 19日 10名、

2月 16日 24名） 

●五ヶ瀬川水辺の宝石・川のいきもの展/市民/生き物の展示/宮崎大学水槽設置生体採取展示、NPO法

人 natureworks水生昆虫生体採取展示・外来種紙芝居/871名 

●東海さるく（河川文化・歴史伝承活動、水辺サイクリング、Eボート体験など）/市民/歴史探索ツ

アー及びサイクリング推進/地元自治会歴史探索ツアーガイド、ひむか感動体験ワールド Eボート

指導、0024 ODAKE River Project運営補助/217名 

●年間を通したカヌー体験/子どもを含む団体/カヌー体験と川遊び指導を 10回実施/NPO法人ひむか

感動体験ワールドカヌー指導、九州医療科学大学 1年生運営補助/168名 

●年間を通した干潟の生き物観察/子どもを含む団体/干潟の生き物観察と解説を 12回実施/336名 
 
〔成 果〕 
全体で 2154名の参加があった。幅広い世代の方々を対象としたことで、多世代が川への関心を高

め、愛着の心を育むことができたものと思われる。自発的な河川清掃や除草も増えており、魅力的な

水辺環境が保たれることも期待している。 

 カヌー体験と干潟の生き物観察、野鳥観察会では実際に自然豊かな河川環境を体感することで、川

への関心を高め、ふるさとの川やそこに棲む生き物への愛着の心を育むことができたのではないかと

思う。また、ライフジャケットの正しい着用方法についてレクチャーすることで、安全な川遊び推進

につながったものと考えている。 

 「バードカービング＆野鳥写真展」は民放、NHK、ケーブルテレビでの放送、新聞 2社の掲載もあ

り、期間中多くの方が見学に訪れた。また、「五ヶ瀬川水辺の宝石・川のいきもの展」は夏休みの開

催であったため、沢山の親子連れが見学に訪れた。平日には保育園、児童クラブ、障害児童施設など

の見学があった。これらの展示を通して多様な方に自然豊かで生物多様性に富んだ河川環境を知って

もらうことができた。 

 東海さるく（河川文化・歴史伝承活動）では、地域の方々が河川文化や歴史について知る機会とな

り、それらを次代へ伝えつなげていく一歩となったと考えている。 

 
〔今後の展望〕 
 良好な河川環境の持続的な保全等のために、水辺での憩いや賑わいを創出していく。流域住民が川

への関心を高めていくことで、川や川に棲む生き物たちへの思いやりや愛着を持つ次世代の人材育成

につなげていく。 

※ポイントとなる事項に適宜アンダーラインを引いてください
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２.川づくり団体部門 [自己評価シート] 
助成番号 助成事業名 所属・助成事業者氏名

2024-6111-007
清流五ヶ瀬川を次代へつなぐ

特定非営利活動法人五ヶ瀬川流域ネットワ

ーク・理事長 山田大志

助

征

琴

行

見

氏

征

科

の

時

己

票

値

〔当初目標の達成度〕

年間を通し多様な内容としたことで多世代に多様な水辺の楽しみを提供できた。参加も 2,154名あり、川

への関心を高めることができたのではないかと考えている。また、これらを通して河川愛護意識の醸成にも

つながったと考えているが、魅力的な川づくり推進については、取り組みを継続することで、より自発的な

河川愛護活動等が実現するものと考えている。

活動を通して本物の自然に触れ合うことで、こども達のふるさとの川への愛着の心を育み、次世代の川の

守り手の育成につながったと考えている。

ライフジャケットの正しい着用方法など安全な川遊びについて知ってもらうことで水難事故を未然に防ぐ

一役が担えたものと考えているが、ライフジャケットの購入者である保護者等に対して広く啓発していく必

要性を感じた。

〔 活動の創意工夫点〕 

 参加制限は設けなかったが、幅広い世代に活動に参加してもらうため、イベント毎に対象者を絞って企画

した。また、河川愛護意識や川への愛着心を高めるために導入を大事にして、五ヶ瀬川の河川環境やそこに

棲む生き物たちについて説明を行った。 

活動の PRにはチラシ配布、報道機関への周知、SNSを使用した。参加制限を設けてなく、小学生や幼児向

けの活動は、延岡市教育委員会やこども保育課の協力により全児童へチラシ配布を行った。記者クラブを通

して報道機関各社に投げ込みを行うことで、広く活動の告知や周知につながった。当団体のインスタグラム

で告知やレポートを行うことで、子育て世代などの参加が多かったと思われる。 

運営スタッフの確保として、九州医療科学大学薬学部動物生命薬科学科の先生方と事前打合せを行い、１

年生２２名にフィールドワークとしてスタッフ参加してもらった。複数回参加する学生もおり、事前に活動

目的や安全管理等について大学で講義を行ったことが、積極的な参加につながったものと考えている。 

活動資金調達のために、一部の活動については参加費を徴収した。また、市民から商品の寄付を募りチャ

リティーバザーを行った。 

〔地域や河川管理者との連携〕 

今回の活動は幅広い内容であったため、多くの団体等に企画運営等に協力いただいた。 

専門的な知識や経験を持つ団体や、地域の歴史等について熟知する地域住民に協力していただいたことで、

活動内容が充実したものになった。河川管理者である延岡河川国道事務所からは機材の貸出しや企画内容につ

いての助言、情報提供いただいたことで、目的に沿った効果的な内容で実施することができた。また、一部活

動で延岡市の協力により.全児童へのチラシ配布を行ったことで多くの参加者があったといえる。 

〔今後の展望〕

 今回の活動を通して、河川環境保全や川の安全利用などについて地域や保育施設などから期待感が増してい

ることから、持続的な活動の継続が必要だと感じている。活動を通して様々な団体との良好な関係性が構築さ

れたことはとても有益であった。人材の確保は継続的な活動にとって最も重要であると考えているが、短期的

には関係団体の協力を得て活動を継続していき、中長期的には活動を通して育った人材が活躍できる仕組みを

作っていきたい。活動の発展により実績を積み、地域や行政などからの信頼を増すことで、業務委託受託など

につなげて財務基盤を強化していきたいと考えている。



１．活動の目的 

 「清流五ヶ瀬川を次代へつなぐ」をテーマに、資料館リバーパル五ヶ瀬川を拠点とし、子ども

や保護者、流域住民に多様な体験活動などを行うことで、より川に関心や愛着を持ち、良好な河

川環境保全や河川安全利用などについて、自ら考え行動できる次代の川の守り手を育成する。ま

た、日常的な利用を促進することで、新しい水辺の楽しさや地域資源を掘り起こすことも目的と

する。

２．活動の内容 

２．１ カヌーで水辺お掃除＆干潟の生き物観察の開催 

２０２４年５月３日、４日にカヌーで水辺お掃除、５日に干潟の生き物観察を開催した。

２．１．１ 参加者募集 

（1）チラシの配布 

  近隣の小学校４校、保育園へ案内チラシ１０００枚を配布した。

写真 2.1 募集チラシ

（2）ホームページ及びインスタグラムの掲載 

  ホームページとインスタグラムに募集掲載した。

（3）参加人数 

申込みは４月２７日（土）までの WEB 申込とした。 
  各回定員２０名に対し、３日２６名、４日１８名、５日１５名の参加があった。



２．１．２ 各回の活動写真 

（1）５月３日カヌーで水辺お掃除 

写真 2.2 活動の様子 写真 2.3 活動の様子 

（2）５月４日カヌーで水辺お掃除 

写真 2.4 活動の様子 写真 2.5 活動の様子 

（3）５月５日干潟の生き物観察 

写真 2.6 活動の様子 写真 2.7 活動の様子 



２．２ バードカービング＆野鳥写真展の開催 

バードウィークに合わせて５月１６日から６月１７日に開催した。さざんぴあバードカー

ビング教室と日本野鳥の会宮崎県支部の協力。

２．２．１ 見学者募集 

（1）チラシの作成及び記者クラブ投げ込み 

記者クラブ（１３社）へ投げ込みを行い、NHK 宮崎放送局、MRT 宮崎放送、ケーブルメ

ディアワイワイの放送、毎日新聞、夕刊デイリーへの掲載があった。

写真 2.8 案内チラシ 

（2）ホームページの掲載 

  ホームページに展示情報を掲載した。

（3）見学者数 

  大人３２４名、子ども１４５名、計４６９名の見学があった。



２．２．２ 展示活動 

  カービング５４種１１２点及び写真３１点の展示。

写真 2.9 見学の様子 写真 2.10 見学の様子 

２．３ 友内川野鳥観察会の開催 

バードウィークに合わせて５月１９日、渡り鳥が多い２月１６日の計２回開催した。

２．３．１ 参加者募集 

（1）チラシの配布及びホームページへの掲載 

 ５月開催分はホームページ掲載と記者クラブ投げ込みを行った。５月開催の参加者が少な

かったため、２月開催分については近隣の小学校（312 名）など４００枚配布した。  

  写真 2.11 募集チラシ    写真 2.12 募集チラシ 



（2）参加人数 

  各回定員２５名に対し、５月は１０名、２月は２４名の参加があった。

２．３．２ 各回の活動写真 

（1）５月１９日初夏の野鳥観察会（観察数２３種） 

写真 2.13 観察会の様子 写真 2.14 観察会の様子 

（2）２月１６日冬の野鳥観察会（観察数３４種） 

写真 2.15 観察会の様子 写真 2.16 観察会の様子 

写真 2.17 観察会の様子 写真 2.18 観察会の様子 



２．４ 五ヶ瀬川水辺の宝石・川のいきもの展の開催

 夏休み期間中の８月３日から８日（６日休館）の５日間魚類、甲殻類、水生昆虫の展示五

ヶ瀬川水辺の宝石・川のいきもの展を開催した。

２．４．１ 見学者募集 

（1）チラシの配布 

  市内小学校（６２００枚）、市内保育施設（４３２０枚）など１２０００枚を配布した。

写真 2.19 募集チラシ 

（2）ホームページ及びインスタグラムの掲載 

  ホームページとインスタグラムに募集掲載した。

（3）見学者数 

  大人３３４名、子ども５３７名、計８７１名の見学があった。



２．４．２ 展示活動写真 

写真 2.20 設営の様子 写真 2.21 全体の様子 

写真 2.22 全体の様子 写真 2.23 見学の様子 

写真 2.24 魚図鑑なども展示 写真 2.25 魚やカニなどの絵を描く様子 



写真 2.26水生昆虫の見学 写真 2.27 外来種展示の見学 

写真 2.28 カニのタッチプール 写真 2.29 カニのタッチプール 

写真 2.30 外来種絵本の読み聞かせ 写真 2.31 お魚かるたで遊ぶ見学者 

写真 2.32 子ども達が書いた絵 写真 2.33子ども達が書いた絵 



２．５ 東海さるくの開催

 １１月９日に舟運が栄えた名残を残す町の歴史散策ツアーを開催した。また、水辺のまち

のホームページ作成及び各史跡のパネル作成、水辺サイクリング活動などを行った。

２．５．１ 参加者募集 

（1）チラシの配布 

  市内小学校（６２００枚）、市内保育施設（４３２０枚）など１２０００枚を配布した。

写真 2.34 募集チラシ 

（2）ホームページ及びインスタグラムの掲載 

  ホームページとインスタグラムに募集掲載した。

（3）参加者数 

  大人８６名、子ども９７名、計１８３名の参加があった。



２．５．２ 活動写真 

写真 2.35 歴史散策ツアーの様子 写真 2.36 歴史散策ツアーの様子 

写真 2.37 歴史散策ツアーの様子 写真 2.38 歴史散策ツアーの様子 

写真 2.39 歴史散策ツアーの様子 写真 2.40 歴史散策ツアーの様子 

写真 2.41 水辺サイクリング 写真 2.42 Eボート 



写真 2.43 工作コーナー 写真 2.44昔と今の写真展 

写真 2.45 キッチンカー 写真 2.46 ミズベライブラリー 

２．５．３ 水辺のまちホームページ作成及び掲示パネル作成 

https://info1992061.wixsite.com/mizube 

２．５．４ ホームページの構成 

（1）ホーム 

（2）ストーリー 

https://info1992061.wixsite.com/mizube


（3）スポット情報 

（4）スポット詳細 

（5）イベント情報 

（6）問合せ 

（7）掲示用パネル 



２．５ 年間を通したカヌー体験の実施 

 五ヶ瀬川支流友内川で１０回カヌー体験を行い、１６８名の参加があった。台風の影響に

より１回は中止となった。

２．５．１ 実施日／団体名／参加人数／活動写真 

（1）６月１日／こすもす保育園／２０名 

（2）７月１３日／ボーイスカウト／２７名 

（3）７月１４日／恒富小学校家庭教育学級／２０名 

（4）８月７日／第３東海東児童クラブ／１６名 



（5）８月２２日／こばと児童クラブ／１７名 

（6）８月２３日／こばと児童クラブ／１６名 

（7）８月２５日／方財まちづくり協議会／１６名 

（8）９月７日／延岡小学校家庭教育学級／１４名 



（9）９月８日／ガールスカウト／８名 

（10）１０月１２日／かどっこキャンパス／１４名 

２．６ 年間を通した干潟の生き物観察の実施 

 五ヶ瀬川支流北川干潟で１１回生き物観察を行い、３２４名の参加があった。台風の影響

により１回は中止となった。

２．６．１ 実施日／団体名／参加人数／活動写真 

（1）６月６日／つのだ保育園／２１名 

（2）６月１９日／東幼稚園／８３名 



（3）７月３日／東海幼稚園／４２名 

（4）７月１９日／方財保育園／２２名 

（5）８月５日／こばと児童クラブ／３９名 

（6）８月１７日／方財まちづくり協議会／９名 



（7）８月１９日／童夢館児童クラブ／２６名 ※雨天のため室内で観察 

（8）８月１９日／第３東海東児童クラブ／２０名 ※雨天のため室内で観察 

（9）８月２１日／童夢館児童クラブ／２１名 

（10）８月２２日／旭児童クラブ／２６名 



（11）９月２０日／なかしま児童館／１５名 

３． スタッフ、運営組織 

３．１ 協力団体 

NPO 法人ひむか感動体験ワールド、さざんぴあバードカービング教室、日本野鳥の会宮崎

県支部、宮崎大学農学部延岡フィールド、NPO 法人 natureworks、地元自治会、0024 ODAKE 
River Project、九州医療科学大学のご協力をいただいた。 

３．２ 行政の協力 

 国土交通省延岡河川国道事務所より資機材の貸出しや助言、延岡市教育委員会よりチラシ

配布のご協力をいただいた。

３．３ 大学生ボランティア 

 九州医療科学大学薬学部動物生命薬科学科１年生２２名が、夏休み期間中のカヌーを中心

に子ども達の見守りなど運営補助のご協力をいただいた。

４．活動の成果 

４．１ 川への関心の高まりや川への愛着の心の醸成 

 参加者及び見学者は合計で２１５４名であった。多様な内容だったことで幼児から高齢者

まで幅広い年齢層の参加や見学があった。五ヶ瀬川の自然豊かで生物多様性に富んだ河川環

境を広く周知することができた。活動を通して川への関心を高めるとともに、ふるさとの川

への愛着の心を育むことができたのではないかと考えている。 

４．２ 河川愛護意識の向上及び次世代の川の守り手の育成 

 参加者はカヌーを使用した清掃活動を通して、ゴミの多さ、またプラスチック類の多さを

目の当たりにした。活動を通して河川環境の豊かさを知り、それを持続的に守るために自分

たちがどう行動するのか考えるきっかけになったように思う。活動でも楽しみながら一生懸

命にゴミを集める様子を見ることができた。前述した通り、大学生のボランティアも受け入

れたことにより、中間世代の川の守り手育成にもつながっていると思う。 



４．３ 安全な川遊びの推進 

 活動にあたっては、正しいライフジャケットの使用方法について毎回レクチャーした。親

子や川で活動する保育園等からライフジャケットレンタルの依頼も増えており、安全な川遊

びの推進に寄与できたものと考えている。

４．４ 水辺の賑わいの創出 

 様々な水辺の楽しみ方を知っていただく機会になった。水辺に賑わいが生まれることで、

流域住民が利用しやすい水辺、景観への配慮など市民の声を今後の河川整備に活かすことが

できると思われる。

４．５ 河川文化の伝承 

河川文化歴史伝承活動を通して、地域の方々があらためて、舟運として栄えた東海東地域

の水辺の町ならではの歴史や川文化を知る機会となった。それらを次代へ伝えつなげていく

一歩になったと考えている。 

５．今後の展望 

良好な河川環境の持続的な保全等のために、水辺での憩いと賑わいを創出していく。これ

まで川に関わりがなかった人を巻き込むために内容など工夫して取り組んでいく。

参加者（流域住民）が川への関心を高めていくことで、川や川に棲む生き物たちへの思い

やりや愛着を持った次世代の川の守り手の育成につなげていく。

水難事故を未然に防ぐために、安全で楽しい川遊びを推進していく。特に、ライフジャケ

ットの購入者である保護者への啓発を推進したい。
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3.川づくり団体部門                         [実施箇所位置図] 
助成番号 助成事業名 所属・助成事業者氏名 

2024-6111-007 清流五ヶ瀬川を次代へつなぐ 
特定非営利活動法人五ヶ瀬川流

域ネットワーク・理事長 山田

大志 
 主な実施箇所 五ヶ瀬川水系北川及び友内川 
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